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『牟婁新報』と大逆事件

時

　代

　区

　分

古墳時代

飛鳥・奈良・平安時代

鎌倉・室町時代

戦国・安土桃山時代

江戸時代

明治・大正・昭和（戦前）時代

昭和（戦後）・平成時代

旧石器・縄文・弥生時代

明治・大正・昭和（戦前）時代
『牟婁新報』と大逆事件

水準の高い和歌山県の新聞界
新聞は， 世

せ

論
ろん

をつくるとともに文化の巨
きょ

大
だい

な

担
にな

い手であるといえましょう。私たちは，新聞

によって世の中のできごとを知り，政治問題や

社会問題についての知識を高めていきます。ま

して今日のようにテレビやラジオなどがなかっ

た時代には，新聞の果
は

たす役割はたいへん大き

いものがありました。

県都和歌山市で，新聞が発
はっ

刊
かん

されるのは1872

（明治５）年ごろからです。文明開化を進める政

府や県の主張を支持し，それを応
おう

援
えん

する立場から『和歌山新聞』が発刊されました。その後自由民権運動

を進める立場の新聞などのほか，多くの新聞が発刊され，いろんな立場の読者・県民の支持を得ながら発

行部数を増やしていきま

した。こうしたなかから

すぐれた新聞記
き

者
しゃ

も育っ

ていきました。また，他

府県から和歌山へ来て新

聞の編集に携
たずさ

わる人もい

ました。和歌山は，そう

した人
じん

材
ざい

を受け入れ，活

動の場を保
ほ

障
しょう

する風
ふう

土
ど

と

土地柄
がら

でした。当然和歌

山の文化水
すい

準
じゅん

は上
あ

がって

いきました。河
かわ

島
しま

敬
けい

蔵
ぞう

が

日本で最初のシェイクス

ピア劇
げき

の翻
ほん

訳
やく

「ロミオと

ジュリエット」を和歌山

耕
こう

文
ぶん

舎
しゃ

から刊行しまし

た。

＊１　和歌山市出身の英文学者・翻訳家。1986（明治19）年，『露妙樹利戯曲』として刊行された。

第4章　近代和歌山の発展

明治時代和歌山県で発行されたおもな新聞
新　　聞　　名
官許和歌山新聞
弱山絵入新聞
和歌山新報
紀伊毎日新聞
熊野新報
和歌山実業新聞
牟婁新報
熊野実業新聞
有田新聞
紀南新聞
紀伊新報
熊野日報

明治 5 （１８７２）年
明治１５（１８８２）年
明治２５（１８９２）年
明治２６（１８９３）年
明治２９（１８９６）年
明治３０（１８９７）年
明治３３（１９００）年
明治３３（１９００）年
明治３４（１９０１）年
明治３５（１９０２）年
明治４２（１９０９）年
明治４４（１９１１）年

和歌山市
和歌山市
和歌山市
和歌山市
新 宮 町
和歌山市
田 辺 町
新 宮 町
湯 浅 町
御 坊 町
田 辺 町
新 宮 町

隔日刊
不　明
日　刊
日　刊
隔日刊
日　刊
隔日刊
隔日刊
月３回刊
隔日刊
日　刊
日　刊

創　刊　年 発　行　地 発行度数

＊1

『牟婁新報』記事（大石祿亭とは大石誠之助のこと）
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社会主義思想と「牟婁新報」
日
にち

露
ろ

戦争に反対する声は，和歌山市でもキリスト教青年グループを中心に行われています。日露戦争の勝

利は，わが国の国民に大きな自信を与えましたが，多大の負担を強
し

いることにもなりました。そういった

世
せ

相
そう

を反
はん

映
えい

して，社会主義の思想もおこってきました。

毛
もう

利
り

柴
さい

庵
あん

が1900年に紀南の中心地田
た

辺
なべ

で発行した『牟
む

婁
ろ

新
しん

報
ぽう

』は，社会主義の考えをもった記事も書か

れている新聞として，広く世に認められていきました。柴庵は，新しい仏教の考えを取り入れた社会主義

の傾
けい

向
こう

のもち主
ぬし

でしたが，考え方の広い人でしたから，1905年に社会主義者の荒
あら

畑
はた

寒
かん

村
そん

が記者として田辺

に招
まね

かれ，ついで管
かん

野
の

スガ（後に幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

の妻）も田辺に赴
ふ

任
にん

すると，同紙はさらに激しい社会主義的主

張をくり広げました。また，東京などの社会主義者たちとも交流が深かった，新宮の医師大
おお

石
いし

誠
せい

之
の

助
すけ

も，

この『牟婁新報』の有力な投
とう

稿
こう

者
しゃ

の１人でした。

大逆事件と大石誠之助らの悲劇
社会主義思想が田辺で最も 盛

さか

んであったのが，荒畑寒村らが活
かつ

躍
やく

した1905 〜 06年で，新宮で最も盛ん

になったのは1908年のことです。幸
こう

徳
とく

秋
しゅう

水
すい

がこの年の夏，新宮に大石をたずねています。大石は困ってい

る人からは治
ち

療
りょう

費をもらわないなど，「ドクトル（毒
どく

取
と

る）さん」と親しまれていました。若者にも共
きょう

感
かん

を

よせていた大石の人
ひと

柄
がら

をしたって，社会主義に関心をもつ青年たちが，大石のまわりに集まり，さかんに

論
ろん

議
ぎ

しあいました。

1910年，長野県で爆
ばく

弾
だん

を持っている者が見つか

り，天
てん

皇
のう

の暗
あん

殺
さつ

を企
くわだ

てたとして，全国で社会主義者

の逮
たい

捕
ほ

がつづきました。その中心者は，幸徳秋水と

いうことにされました。世に大
たい

逆
ぎゃく

事件とよばれた事

件ですが，このとき，大石を中心とする「紀州グルー

プ」の人々６名も次々にとらえられていきました。

そして，大石と成
なる

石
いし

平
へい

四
し

郎
ろう

の２人が死
し

刑
けい

，成石勘
かん

三
ざぶ

郎
ろう

・高
たか

木
ぎ

顕
けん

明
みょう

らが無
む

期
き

懲
ちょう

役
えき

に処
しょ

せられました。高木

顕明は，新宮の浄
じょう

泉
せん

寺
じ

の住職で，貧
ひん

困
こん

などで苦しん

でいる人々の相談相手としてやさしく手をさしのべ

ていました。そうしたことから，たくさんの人々か

らしたわれていました。また，成石勘三郎と平四郎

の兄弟は請
うけ

川
がわ

（田辺市）で将
しょう

来
らい

を期
き

待
たい

されていた青

年たちでした。

この事件をきっかけに，日本では，特に社会主義

者のとりしまりがたいへん厳
きび

しくなりました。第二

次世界大戦後，大逆事件にかかわる資料が次々と発

見されてこの事件の真
しん

相
そう

が明らかにされ，大石らは，

全
まった

くの無実であったことがわかりました。

大石誠之助


